














































§21次 相転移にお けるスケー リング則と指数 則
1次相転移 を議論す る上で最 も重要な概念は、空間的パター ンの 「スケー リング」の仮説である。
これは端的にいえばパ ター ンの成 長発展過程において、勿論パ ター ンそのものは時間 と共に変化する
が、 しか し 「適当に時間および空 間の スケ ールを変換す ると常に同一のパ ターンになる」 ことを仮説
として主張するものである。







の であるが、パ ター ンそのものは非常に複雑 であるが 確かにある 自









































































AIZn合金の相分離過程に見 られ る散乱 スペク トル








とか けるとする と、 αの値 は個 々の系にそれ程 はよらな い普遍的常数 と考 えられ、次元性、秩序変数
の保存性な ど基本的な性質 のちがいに応じて α=1/2,1/3,1/511/6なとの値が提唱され ている。
第4図 は、Cu3Au合金で散乱 スペ ク トル巾r〔')(物
理的にRωの逆数に相当する)の対数プロットであ
5)る
が、'の 大きい所で理論的に予測 されている α=
1/2に一致するのが見 られ る。
これ らの普遍的性質:ス ケ ー リング則と指数則が
実際成 立つか どうか は1次 相転移 の発展過程の統一
的理解 のために きわめて重大な問題であるか ら、最





















































































スペク トル巾rω は ドメイ ンサイズ1～ω の逆
数を与える。実線は指数 α=1/2に対応す る。
後期過程 では クエンチ温度によらず α=1/2
に一致するのが見 られ る。
きわめて敏感で、時間 とともに急激にはなれて しまうことで特徴づ け られる。 フラス トレーション系
での空間的 カオス状態 では これに対応して、境界にあるひとつのスピン状態を少 しかえると、他のス
ピンは全 くその配列の様相をかえる ことを意味 して いる。現実の物質 では境界条件を コン トロールす
ることはできないか ら、実測された スピン配列のパ ター ンは一見 「渾沌」 として、それが もともとは
決定論的な方程式か ら決め られた状態 とは とても見えない。 このような カオス状熊か らの散乱パ ター
ンは規則的 なブラッグ散乱ではな く、きわめて広 く分布 した散漫散乱 を与える(た だし、この散乱は
2次相転移の近傍 での秩序のゆ らぎに よる散漫散乱 とは異なり、強度は非常 に強い)。
又、 このようなカオ ス状態では平衡状態 とエネルギ ー的 に殆 んど縮退 した多 くの状態のひ とつであ
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るか ら、系を真の平衡状態に到達させ るための駆動力は殆ん どな く、従 って非常にゆっくりした緩和
が見 られる。これは スピングラス系での緩和のslowdσwnと同じ性質 のものと考 えて よく、その物
理的特徴を明らか にする ことは今後 の興味ある課題のひとつである。
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